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ブリティッシュ・フリージァン種牛にみられる乳量検定の短期化

河西直樹・福士郁夫・中垣一成・石田′J、十郎
（秋田県畜産試験場）

1　緒

乳牛の改良において，現在505日又は585日の泌乳

能力検定が大きな役割を占めている。しかし，この長

期にわたる検定法は牛個体の選抜遅延や搾乳従事者の

負担を考えると必ずしも満足な検定法とはいえない。

このような中で，分硬後4，5，8カ月目の必乳量及

び乳脂率のヘリクビリティが他の月に比べて高いこと

（VANVIECE　＆　HEl柑ERSOIJ，1981）から，こ

れらの月を中心とした泌乳記録を選抜基準として利用

できないであろうか。最近日本においても，組織的に

種雄牛後代検定が行われつつあり，検定のスピード化

が望まれており，検定期間の短縮や簡略が必要となっ

てきている。

本報告は，当場の長年のプリティ，シュ・フリージ

ァソ種牛泌乳記録を用いて，従来の505日泌乳記録の

信頼度を落とすことなく，検定期間を短縮することを

日的とし，この統計学的分析を行ったものである。

2　研究材料及び試験方法

1　分析に用いたデータ

分析に用いたデータは1988年から1975年まで当場

でけい養したブリティ　ッシュ・フリージァソ種牛14

頭の泌乳記録のうち505日間継続した2d例である。

分析した変量は505日乳量記録（Y）と部分記録，す

なわち，各月までの蓄積乳量（Ⅹ1），各月の1カ月間乳

丑（Ⅹ2），最高日量（Ⅹ3）の4変量で，乳量は1－9カ

月日までは50日．10カ月日は55日に区切った。最

高日量は7日間移動平均とした。以上を産次別に分析

した。4産次乳量記録は2例しかないため，分析から

除いた。

2　分析手順

（1）505日乳量記録について各月までの蓄積乳量及

び各月の1カ月間乳量の単相関を求めた。

（2）505日乳量記録について各月までの蓄積乳量に

各月の1カ月間乳量，すなわち，短期検定を想定した

場合の最終月乳量を補った重相関係数を求めた。

（3）（2）の手順にて重相関係数を求めた結果，各産次

とも高い正確度が得られたdヵ月目において，更に最

高日量を補った重回帰式を作成した。また，各独立変

畳の重要度を比較するために，次の式にて相対寄与率

を求めた。

相対寄与率R．C．i亡
bl・C ovXiY

ギ（bi・CovXiY）
1

×100（％）

Y：従属変量，Ⅹ1：i番目の独立変量

bl：YのⅩiに対する偏回帰係数

5　結　　　　　果

1　505日乳量と各月までの蓄積乳量及び各月の1

カ月間乳量との単純相関を求めた結果は第1表のとお

りである。蓄摂乳量においては，各産次とも経過月を

増すに従って相関が高くなり，2産次を除くと8カ月

目で0．84～0．98と高い値を示している。5産以上では

2カ月目で0．925に達している。

第1蓑　505日乳量と各月までの蓄積乳量及び各月の1カ月間乳量との単純相関
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各月の1カ月間乳量では，分娩後8，7，8カ月目

が高く，泌乳初期及び後期は低い値を示している。

2　505日乳量記録について，各月までの畜陪乳量

に各月の1カ月間乳量，すなわち，短期検定を想定し

た場合の最終月乳量を補った重相関係数を求めた結果

は第2表のとおりである。初産次乳量では5カ月，2

第2衰　505日乳量と各月までの蓄積乳量，各月
の1カ月間乳量の墓相関係数
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産次では7カ月，5産次では6カ月，5産以上では5

カ月日で0．9以上の相関に達している。

5　前述の2つの独立変量で得られた分析値より更

に高い正確度を得るため，最高日量を補った5独立変

量の重回帰分析を行った。‘ヵ月目における分析結果

は第5表のとおりである。

次に第5表における重回帰分析から，6カ月間乳量，

dヵ月目乳量，最高日量の5独立変量の相対寄与率を

算出した。初産では，それぞれ，41．5，41．0，175％，2

産は，5R1，15．5，25．4％，5産は70．0，11．1，18．9

％，5産以上は6．8，75．4，178％であった。産次間

に一定の傾向は示さなかったが，5産以上を除くと6

カ月間乳量の寄与率が大きかった。また，初産次にお

いては，6カ月間乳量，6ヵ月目乳量を合わせると82．5

％に達した。

第5表　8カ月間乳量，6ヵ月目乳量及び最高日量からの505日乳量推定のための重回帰分析
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505日乳量の全平方和のうち重回帰によって帰せられる部分割合

4　考　　　　　察

本報告における8カ月間泌乳記録から505日乳量記

鐘を推定する正確度を更に上昇させるための方法とし

て8カ月間泌乳記録に補助情報としてdヵ月目乳量，

最高日量などを補って検討した。その結果，6カ月間

乳量にdヵ月目乳量を補った重回帰分析の場合．正確

度が初産0．925，2度0．805，5産0．9°8，5産以上

0．988まで上昇した。しかし，これに加えて最高日量

を補った重回帰分析では，初産0．924，2産0．845，5

産0．829，5産以上1．000であり，前者と比較してそれ

ほど高い値を得ることはできなかった。

また，5つの変量間の重要度を検討した。この表現

法には決定的なものがない（SyEI柑COR＆COC－

HRAN，19°7）といわれているが，本報告は西田ら

（1970）の方法を採用した。その結果，初産次におい

て，8カ月間乳量，dヵ月目乳量がほぼ同率で，合わ

せて80％を越え，最高日量はこれより低率であるこ

とが認められた。

以上から，505日乳量記録を推定する場合，‘ヵ月

間乳量と8カ月昌乳量の重回帰式から算出するのが良

く，いたずらに最高日量を加えて，計算を複雑化する

必要はないと思われる。また，本報告はデータ数が少

なく，表現塾分析のみにとどまったが，現行の505日

乳量検定をdヵ月間検定に短縮することは，あまり信

頼度を落とすことなく可能である。特に初産牛を用い

る種雄牛後代検定では有効であろう。

部分記録からの選抜については，多くの研究者が統
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計遺伝学の立場から検討している。中でも8カ月間記

録で選抜できる論拠として8カ月間乳量のヘリタビリ

ティが505日乳量より上昇すること（SEARtJE，1981）

や母娘比較による‘ヵ月間乳量と505日乳量の遺伝相

関が1．0であること（HICXMAy，1980；SEARIJE，

19虚）などがあげられ．MAI）つEyら（1955）も選抜

効率が80日で高く，それ以後は低下し，180日目に

再上昇すると述べている。その他，2カ月程度で選抜

可能であるとする説（REIJDE工」ら，1957；FR工TZ

ら，19°0），5カ月で可能とする説（相木ら．19d5；

VAJVIECE，1962；VANVLECX，1964）などがあ

げられる。

5　要　　　　　約

秋田県畜産試験場にてけい着しているプリティッシ

i・フリージァソ種牛の泌乳記録を用い，泌乳能力検

定の期間短縮方法について産次別に統計学的検討を行

った。

1　505日乳量記録と各月までの蓄桔乳量との単純

相関はdヵ月目で0．7°～0．98の値に逢した。

2　505日乳量記録と各月の1カ月間乳量との単純

相関は分娩後‘，7，8カ月員が高い値を示した。

5　5D5日乳量記録と各月までの蓄積乳量に各月の

1カ月間乳量を補った重相関はdヵ月目で0．81－0．99

の値に逢した。

4　5D5日乳量記録と‘ヵ月間蓄積乳量にdヵ月目

乳量ならびに最高日量を補った重相関は0．85－1．00で

あった。

5　°ヵ月間乳量とdヵ月目乳量からの重回帰分析

より，あまり信頼度を落とすことなく505日乳量を推

定でき，短期検定の可能性が示唆された。
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去勢牛の肥育技術に関する試験

工藤　昌司・仲野　　繁
（山形県立畜産試験場）

1　ま　え　が　き

本県における肉牛生産は主として平野地帯において

行われており，良質粗飼料の不足とか，増体量，省力

管理方式等に，多くの問題点がある。しかし，水田地

帯には，稲わらやライスセンターから出るもみがら等

が豊富にあるので，これらを最大に利用するとともに

枝肉単価の向上をねらいとした上質肉生産方式を究明

し，水田地帯における肥育技術の確立を図ることを目

的とした試験を実施中である。濃厚飼料の自由採食時

における過食防止法として稲わら及びもみがらを混入

し検討したので，その概要を報告する。

2　試　験　方　法

1試験区の構成は，洩厚飼料（検定用）の過食防

止のための混入物によった。A区切稲わら10％，8


